
はじめに
本学は、滋賀県長浜市にある学生数 200名弱の

短期大学で、子ども学科と国文学科の 2学科を有
している。子ども学科では、保育士資格、幼稚園
教諭・小学校教諭免許の取得を目指す学生が学
び、国文学科には、司書資格を取得する課程が開
講されている。
本学の図書館は、この 2学科の学び・研究を支
援する資料を中心に、学生の教養の涵養や楽しみ
のための読書資料も意識的に収集してきた。その
ため、従来は学科の学びのため以外の資料の利用
も多かったが、ここ数年、学生の読書量の減少が
目立つようになってきている。そこで、学生の読
書活動推進のための方策の一つとして考えたの
が、読書に関わるコンクールの実施であった。
一方、本学の所在地である長浜市の市立図書館
は、活発な児童サービスを展開する図書館であ
り、小学校、中学校へのサービスも手厚くなされ
ている。しかし、ヤングアダルトサービスの対象
である高校生、そして大学生に対してのサービス
は、課題の一つとされていた1）。
本学と長浜市の間には協力に関する包括連携協
定が結ばれており、従来、司書課程の学生は、図
書館見学、インターンシップ、ボランティア活動
などで市立図書館にはお世話になり、また本学の
教員も長浜市の図書館協議会委員、子ども読書活
動推進会議の委員を務めてきた。
本稿で報告する「POP・本の帯コンクール」

は、「若者の読書活動を推進する」という課題を
共有し、地域連携活動の一環として、中学生から
大学生までの世代を対象とした読書に関わるコン
クールを本学と長浜市との共催で実施することを
提案し、実現したものである。

1．若者の読書の現状
本年（2018年）2月、全国大学生活協同組合連
合会は、第 53回学生生活実態調査の結果を発表
した。この調査に関して、新聞などでは、大学生
の半数が「読書 1日 0時間」であることを見出し
として取りあげていた2）。それによると、2004年
に読書時間の項目がこの調査に入れられてから、
1日の読書時間が 0である学生が初めて 50％を
越えたということが記されている。確かにその通
りではあるが、調査の報告書3）にある図表4）を見
ると、「読書 1日 0時間」の学生は 2004年から
徐々に増加してきたのではなく、2004年から
2012年までは、30～40％の間を保っており、
2012年の 34.5％から 2017年の 53.1％まで 5年
間で一気に上昇している。この状況に関して、浜
島幸司は、「最近の大学生の高校までの読書習慣
が全体的に下がっていることの影響が大きい」5）

としている。
高校生の読書に関しては、「第 64回学校読書調
査報告」6）によると、調査月の前月一ヵ月間に 1
冊も本を読まなかったという「不読者」数は、
1997年の 69.8％を最高とし、その後減少したも
のの 2004年～2018年は、42.6％（2004年）から
57.1％（2016年）の間を行き来し、ここ 4年間は
50％を越えている。一方、この調査によると中
学生の「不読者」数は、2000年以降急速に減少
し、ここ十年ほどの間は、15％前後を推移して
いるが、これは特に小・中学校において、2000
年以降急速に広まった「全校一斉読書活動」（い
わゆる朝読）の時間に本を読むことによるもので
あると考えられる7）。文部科学省の「全国学力・
学習状況調査報告書」8）によると、学校の授業時
間以外に普段（月曜日から金曜日）、一日当たり
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どれくらいの時間読書をするかという質問に対し
ては、32.7％が、「全くしない」とし、「10分よ
り少ない」と合わせると 46.2％となっている。
また、「子供の読書活動の推進等に関する調査研
究報告書」9）によると、「学校のない休みの日」
（休日）にどれくらいの時間読書をするかという
質問に対して、約 4割が「全くしない」としてい
る10）。これらのことから、中学生においても読書
習慣が身についているとはいいがたい状況である
と考えられる。

2．本取り組みの目的と方策
当初この取り組みは、本学の学生を対象とし、
その読書活動の推進を目的として考えたものであ
った。しかし、現在の中学生・高校生を含む若者
の読書の情況を考えると、本学の学生にとどまら
ず、地域の中学生から大学生までの世代に対して
の読書推進活動を展開していくことに、より大き
な意義があると考えられた。そこで、長浜市立図
書館に連携を呼びかけ、「長浜市に在住・通学を
している中学生・高校生・大学生・専門学校生」
または「長浜市在住の 15歳から 22歳の方」を対
象としたコンクールを実施することとした。
この取り組みでは、コンクールをきっかけにし
て読書をしようと呼びかけることだけを目的とす
るのではなく、応募された作品を広く紹介するこ
とで、地域のより多くの若者の読書意欲を喚起す
ることを目的とした。それは、国の「子供の読書
活動の推進に関する基本的な計画」（第四次）11）に
も、「子供の読書活動の推進等に関する調査研究
報告書」12）を踏まえたうえで、「高校生の時期の子
供は、友人等同世代の者から受ける影響が大きい
傾向があることから、友人等からの働き掛けを伴
う、子供同士で本を紹介するような取組の充実が
有効であると考えられる」13）とあり、このことは
中学生や大学生世代にとっても有効であると考え
られるからである。
このような目的の達成のため、まずはコンクー
ルにできるだけ多くの応募を得ることを目指し
て、参加賞と入賞者への賞品を用意し、応募作品
の審査・入賞作品の発表後は、作品を本学図書館

や長浜市立図書館などで図書と共に展示をするこ
とまでを、取り組みの内容とし、そのことは募集
要項にも明記することとした。
募集する作品としては、本を紹介する POP、

本の帯、感想・書評文、感想画、本のカバー、栞
などが考えられ、できれば、どれかに決めるので
はなく、応募者が選択できる方式をとりたいと考
えていた。自分に合った方法で本を紹介してもら
えるようにすることで応募の間口を広げ、多くの
人たちに本を読んで応募してもらいたいと考えた
からである。しかし、一方で、作品を展示して、
多くの人の読書意欲を喚起するには、視覚的にア
ピール度の高いものがよいという観点から、最終
的には POP と本の帯に限定することとなった。
コンクールのタイトルは、本取り組みの目的か
ら考えて、「本を紹介してみませんか」とし、
「POP・本の帯コンクール」はサブタイトルとし
て付けることにした。

3．コンクールの実施
（1）平成 29年度
初年度、この取り組みは、必要経費を捻出する
ため、国文学科司書課程の教員でもある筆者が本
学の「学長裁量経費」に応募することから始め
た。先にも述べたように、当初は学内での取り組
みとして気軽に実施することを考えていた。しか
し、大学から地域連携事業として実施することの
提案をうけ、その方向で実施をするための検討を
始めると、長浜市への共催申請や、長浜図書館と
の合意の形成、また広報など、「学長裁量経費」
採択の連絡を受けた時点からでは、実施時期は冬
休みを中心とした期間以外に選択の余地はなかっ
た。募集開始は 12月 1日（金）とし、締め切り
は 1月 10日（水）とした。締め切りは冬休みが
明けた後もう少し余裕をみたかったが、学年末を
控え、その後の予定から考えると、この日に設定
するしかなかった。
ポスター、チラシは学内で制作し、本学及び長
浜市立図書館 6館で掲示・配布を行った。そのほ
か、市内の中学校、高等学校、専門学校、県内大
学にも、コンクールへの参加の呼びかけとポスタ
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ーの掲示・チラシの配布を依頼することにし、中
学校には、長浜市立図書館が庁内便で配布、高等
学校、専門学校、県内大学には本学から郵送し
た。また、長浜市内の高等学校で学校司書として
勤務する本学卒業生を通じて、湖北地域の高等学
校の学校図書館にも直接配布してもらった。作品
の受付場所は原則として本学図書館及び長浜市立
図書館 6館としたが、学校で受け付けてもらえる
場合には、取りに行くことも可能であることを学
校には通知した。
参加賞は予算の都合で、オープンキャンパス用

のグッズの中から文庫本サイズのブックカバーを
選んで入試キャリア課に提供してもらい、賞品は
図書カードとした。
受付開始後、この取り組みは、短大と公共図書
館との連携の取り組みとして、京都新聞、中日新
聞などでも紹介された14）。しかし、12月から 1
月にかけての期間は、学校の休業期間ではあって
も、学年末を控えた本学の学生にとっては余裕が
なく、また中・高生にとっても正月を挟んでの冬
休みは短く、作品はなかなか集まらなかった。そ
のような中、夏休みの宿題として POP 作成に取
り組まれた中学校から、まとまった数の応募を得
ることができた15）。最終的な応募数は下記のとお
りであった。

POP 中学生：32点
高校生： 3点
大学生： 6点
その他： 2点

本の帯 中学生： 1点
その他： 1点
計 45点

審査会は 2018年 1月 17日（水）に本学で行わ
れた。長浜市からは、長浜市立図書館の館長 2名
と担当司書、本学からは副学長（審査委員長）、
両学科長、図書館長、事務局長、司書が委員とし
て出席した。「読んだ本の良さが伝わる作品」
「POP や帯を見た人が読みたくなる作品」「著作
権に抵触しない作品」を主たる審査基準として、
最優秀賞 1点、優秀賞 4点、佳作 5点を選出し
た。

2017年度 チラシ表面

2017年度 チラシ裏面（募集要項） 2017年度 審査会の様子
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結果の公表は本学のホームページ上で行い、賞
状・賞品は受け付けた図書館で手渡すこととした。
受賞者の詳細は以下のとおりである。
最優秀賞 1点（POP／中学生）
優秀賞 4点（POP／中学生 1・高校生 1

・大学生 1）
（本の帯／その他 1）

佳作 5点（POP／中学生 4・大学生 1）
審査後の展示は、滋賀文教短期大学図書館、長
浜市立長浜図書館、そして多くの応募のあった中
学校の最寄りの図書館である長浜市立湖北図書館
の 3か所で 1月 18日から 3月 31日までの間行わ
れた。入賞作品だけでなく全応募作品を図書と共
に展示し、図書は貸出できるようにした。展示期
間は、本学図書館では約 2週間、長浜市立図書館
2館ではそれぞれ約 1か月間であった。本学での
展示期間は学年末試験期間から春休みに入る期間
と重なり、大きな動きは見られなかったが、その
後の長浜市立図書館では、新聞にも取り上げら
れ16）、一定の成果が得られたようであった。

（2）平成 30年度
平成 29年度は、国文学科の「学長裁量経費」
による事業であったため、図書館が実務を行った
が、名目上は国文学科の事業となっていた。しか
し、平成 30年度には、この事業は大学の地域連
携事業として予算化され、図書館が担当する事業
として実施することとなった。そこで、本年度は
4月当初より図書館として長浜市立図書館と連絡
を取り合って、計画を進めることができた。
前年度と異なるところは、昨年度の反省を踏ま
え、開催時期は夏休みを挟んだ期間としたこと、
ポスター、チラシの印刷を外注したこと、参加賞
は本学図書館の公式キャラクター入りのクリアフ
ァイルを新たに作成したこと、また、長浜市立図
書館の指摘により、応募資格に「長浜市在住・通
学」だけでなく「在勤」も追加したことである。

2017年度 審査会の様子

2017年度 展示 滋賀文教短期大学図書館

2017年度 展示 長浜市立長浜図書館

2018年度 チラシ表面
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ポスター、チラシの配布先は昨年と同様とした
が、本年度は長浜市内の書店 6店舗に出向き、店
内に、ポスターの掲示とチラシを置くことを依頼
した。長浜市との共催事業であるということもあ
って、協力的な対応をしてもらえる店舗が多かっ
た。また、本学卒業生の学校司書を通じての湖北
地区の高等学校図書館への配布は、昨年よりも時
間的余裕を持ってすることができた。
募集は 7月 16日（月）に開始したが、夏休み
前には一切の動きはなかった。もともと、夏休み
前は広報・周知期間と捉え、夏休みに制作しても
らうことを期待していた。しかし、中学・高校の
夏休みが終わる 9月に入っても作品は集まらなか
った。本学においても夏休み期間中に制作をして
きた学生はいなかった。
結局、今年度は中学校からのまとまった応募は
なく、高等学校からは、本学卒業生の二人の学校
司書の、学校図書館での生徒への呼びかけで、2
校から一定数の応募を得ることができた。本学に
おいては、子ども学科の授業で取り組まれた作品
の応募があり、また、司書課程を履修している学
生は、授業の中での POP 作りの経験があるため、
呼びかけに応じてくれた。
平成 30年度の応募数は、以下のとおりである。

POP 中学生： 2点
高校生：11点
大学生：34点

本の帯 高校生： 1点
大学生： 1点
計 49点

審査会は 10月 9日（火）に本学で行い、本年
度は、最優秀 1点 優秀賞 4点 佳作 8点を選ん
だ。審査委員、審査基準、結果発表、賞状・賞品
等は前年度と同様である。受賞者の詳細は以下の
とおりである。
最優秀賞 1点（POP／大学生）
優秀賞 4点（POP／中学生 2・大学生 2）
佳作 8点（POP／高校生 2・大学生 5）

（本の帯／大学生 1）

作品の展示は、本年度も応募全作品を図書とと
もに展示した。展示場所は 10月 10日（水）から
まず本学で 2週間、その後、長浜市立長浜図書館
と長浜市立浅井図書館でそれぞれ約 1か月間、年
末まで展示の予定である。

参加賞
図書館公式キャラクター入りクリアファイル

2018年度 審査会の様子

2018年度 展示 滋賀文教短期大学図書館
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本年度は、本学と長浜市立図書館での展示の
後、作品の応募があった高等学校の図書館でも展
示することとなっている。このコンクールの目的
から考えて、多くの人に見てもらえる、より多く
の展示の機会があることはありがたいことであ
る。

4．課題
2回のコンクールを終え、最も大きな課題は、

応募作品の数と開催時期であると考えている。
応募作品数に関しては、理想は個人の自主的な
応募を多く得ることである。初回も今回もそれを
目指して、広報に力を入れようとした。しかし、
実際には、2回とも自主的な応募は非常に少なか
ったと言わざるを得ない。第 1回目の中学校、2
回目の本学の子ども学科の授業等、授業との関連
での応募が多くを占め、また、長浜市立図書館、
本学図書館、高等学校図書館のカウンターでの働
きかけ、そして本学司書課程の学生への授業での
呼びかけ等、周囲からの働きかけの中での応募が
ほとんどであった。
しかし、広報をすればそれを知って多くの自主
的な応募がある、言い換えれば、若者がそれほど
読書に関心を持っているのだとすれば、逆にこの
コンクールの開催は必要がないのかもしれない。
むしろ、このコンクール開催の意義は、このコン
クールが、若者の周囲にいる年長者などが若者に
読書をすすめることのきっかけとなることにある
のではないだろうか。そして、その中で若者に読
書の楽しさを味わってもらうようにすることが大

切なのではないだろうか。そのように考えると
き、来年度からは、もっと積極的に学校の先生
方、学校図書館等、若者に関わっておられる方々
に働きかけ、連携を図っていく方策をたてること
が必要であると思われる。また、それこそが、地
域連携事業として実施する意義でもあると考えて
いる。
そして、その結果として多くの応募を得ること
ができれば、その後の作品と図書の展示も充実し
たものとなり、より多くの若者への読書意欲の喚
起につながっていくことが期待できる。展示に関
しても、本年度は本学図書館と長浜市立図書館の
ほか、市内の高等学校図書館での展示を予定して
いるが、今後、展示場所を増やすことの検討も必
要であると考えている。
次に開催時期に関しては、コンクール後の展示
の事を考えると、やはり夏休みを中心とした期間
が適切であろうと思われる。中学・高校と大学の
夏休み期間のずれなどを考えると、募集期間が大
変長くなってしまうという課題が残るが、現状で
は来年度以降もこの時期の実施で検討せざるを得
ない状況である。

おわりに
二年間のコンクールの実施を終えて、確かな手
ごたえというものは、いまだ感じることができな
いでいる。しかし、若者の活字離れ、読書離れを
嘆いているだけでなく、そのための一歩を踏み出
せたことは、本学の図書館としてはよかったと考
えている。そして、地域の課題を共有して市立図
書館と協働することができることも大変ありがた
いことである。特に「若者の読書活動の推進」
は、学校、地域などの連携が大切な課題であると
されている。今後この課題に関する取り組みを、
様々な機関や人との連携を深めながら続けていけ
ればと願っているところである。

注
１）平成 26年 3月に策定された長浜市子ども読
書活動推進計画（第 2次）「いのち輝く未来に
向かって～つなごう子どもと本・のばそうけや

2018年度 展示 長浜市立長浜図書館
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きっ子～」においても「第 3章 2地域における
読書活動の推進（1）図書館」の【課題】の最
初に「中高生の利用を促す工夫が必要です」が
挙げられ、【今後の施策】のなかでも「中高生
の利用を促すため、Y. A. コーナーの充実を図
ります」とされている。
２）中日新聞「大学生 53％読書 1日 0時間」
2018. 2. 27朝刊 毎日新聞「大学生の半数、読
書ゼロ 1日平均は 23分 生協連」2018. 2. 27
朝刊 等
３）『CAMPUS LIFE DATA 2017：第 53回学生の
消費生活に関する実態調査報告書』全国大学生
活協同組合連合会 2018
４）前掲書 3）p 15 【図表 16】1日の読書時間分
布
５）「第 53回学生生活実態調査の概要報告」
https : //www.univcoop.or.jp/press/life/report.html
アクセス 2018. 11. 3より

６）『学校図書館』全国学校図書館協議会 2018
年 11月号（通巻第 817号）p 16
全国学校図書館協議会が毎日新聞社と共同で
毎年実施している調査
７）2年ごとに行われている文部科学省の「学校

図書館の現状に関する調査」によると中学校の
全校一斉の読書活動の実施率は、平成 24年度
88.2％ 平成 26年度 88.3％ 平成 28年度 88.5
％となっている。
８）平成 30年度報告書より。調査対象は中学 3
年生
９）平成 28年度文部科学省委託調査。調査対象
は小学 4・5年生、中学 1・2年生、高校（普通
科）1・2年生。有効回答件数は小学校 4・5年
生あわせて 5300件、中学 1・2年生合わせて
5749件、高校 1・2年生あわせて 4812件。

１０）中学 1年生 37.3％、2年生 40.1％。高校生
は、1年生 48.8％、2年生 51.5％。

１１）平成 30年（2018年）4月策定
１２）前掲 9）
１３）前掲 11）p 7
１４）京都新聞 2017. 12. 15朝刊 中日新聞 2017.
12. 19朝刊

１５）中学校の夏休みの宿題は A 4サイズの POP
であったため、本コンクールの応募規定に合わ
せて B 5サイズに書き直してくれた生徒さんの
作品が応募された。

１６）京都新聞 2018. 2. 23朝刊

平井むつみ 地域の課題を共有した、短期大学図書館と公共図書館との連携事業
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